
岐阜市薮田南 5-14-53

サラマンカメイト・一般同時発売：2022年9月16日［金］
＊ 密を避けるため、電話・インターネット9:00～、窓口12:00～の受付とさせていただきます。

全自由席 2,000円［サラマンカメイト：1,800円］ ［高校生以下：500円］
※未就学児の入場はご遠慮ください。  ※高校生以下、車いす席はサラマンカホールチケットセンターのみの取り扱いです。

17［土］14：00開演（13：00開場）

12/16［金］
2022.

18：30開演
（17：30開場）

上演時間：約2時間30分  シングルキャスト・2回公演

主催： サラマンカホール

チケットのお求め
サラマンカホール チケットセンター 

058-277-1110 ［9:00～21:30］

チケットのネット予約は公式サイト
「サラマンカ・オンラインチケット」で サラマンカホール

ご来場の皆様へ
新型コロナウイルス感染防止対策ご協力のお願い
本公演は、国・県・業界団体のガイドラインに則って開催いたします。
ご来場の際は、マスクの着用、手指消毒等のご協力をお願いいたします。
詳しくはサラマンカホール公式サイト、当日の館内掲示にてご確認ください。

マスネ作曲

指揮・編曲/倉知竜也  演出/乃村健一
フランス語上演・日本語字幕付き

サラマンカホールオリジナル・パイプオルガン編曲版

指揮・編曲/倉知竜也  演出/乃村健一
フランス語上演・日本語字幕付き

サラマンカホールオリジナル・パイプオルガン編曲版

サ

ラマ
ンカ・プロデュース

オペ
ラ

時代を超えて愛されるお話「シンデレラ」

みすぼらしい姿にも、王の息子という身分にも惑わされない

美しさや優しさがお互いに引かれあう……

いつの世も皆が憧れるそんな恋を、

19世紀末、フランスの作曲家マスネがオペラにしました。

今回は、サラマンカホールならではの、

パイプオルガンを使った編曲版でお届けします。

Eau et selSalamancaxサラマンカホール× オー
エセル

オペラ「サンドリヨン」の
コラボデザート『フェア

リー』

※写真はイメージです
詳細は10月中旬よりH

P・SNSで情報公開！

フレンチのオーエセル
（岐阜市宇佐）では

オペラ「サンドリヨン」
にちなんだデザートを

10月下旬から期間限
定でお楽しみいただけ

ます。

「サンドリヨン」に出て
くる“モチーフ”を

題材にシェフが考案し
たデザート。

＃オペラサンドリヨン

French Restaurant



客席のご案内

託児サービス ： 0歳～小学生（定員15名）
料　金 1名につき500円
対　象 本公演チケット購入者
お預かり期間 開演15分前から終演まで
申込期限 2016年6月10日（金）

●託児のお申込み・お問合せ：
　サラマンカホール事務室　TEL.058-277-1113

サラマンカメイトのご案内
●チケットの先行販売
●チケットの割引（1公演2枚まで）
●ダイレクトメールによる
　コンサートのご案内
●グッズコーナーでの割引

※お電話（058-277-1110）でもお受けしております。
　入会申込書をご郵送いたします。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

サラマンカメイトのご案内

●チケットの先行販売
●チケットの割引（1公演2枚まで）
●ダイレクトメールによる
　コンサートのご案内
●グッズコーナーでの割引
※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

すしさかい

ラーメン屋

交通アクセス・駐車場

 公共交通機関
●JR岐阜駅（北口）より「岐阜バス」で約20分
●名鉄岐阜駅より「岐阜バス」で約25分　
●JR西岐阜駅（南口）より「西ぎふ・くるくるバス」
　で約12分
●JR東海道本線・名古屋駅から西岐阜駅まで
　約23分

 自　動　車
●JR西岐阜駅から車で約5分（南口タクシー乗り場より約2㎞）
●JR東海道新幹線・岐阜羽島駅および名神高速道路・岐阜
羽島ICより車で約20分　●無料駐車場完備

終演後に西岐阜駅まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

全自由席

「シンデレラ」この世界中で知られる物語は、いつの世も、突然幸運を手にする女性の「勝ち組」の姿として
またいつか王子様に見初められて、という女性の「憧れ」として描かれてきました。

けれど、マスネが描いたオペラを通してこの物語を眺めてみれば、“自信はなく、自らの境遇にうんざりし、
しかしまわりを傷つけたくないが故に、傍若無人に振る舞うことも出来ない気弱な少年”と、

”逆境の中でも自分のあるべき姿を模索し、明るい未来を信じ切り開こうとする少女”の「出会い」というような、
少し現代的なお話がみえてきます。

誰もが知っていると思われている「シンデレラ」というお話を題材に
マスネが紡いだ、優しくもきらめくような「人が人に惹かれる瞬間」の音楽風景を、どうぞご覧下さい。

稽古ピアノ：重左恵里、池原陽子、安達舞
原語指導：相可佐代子　 合唱指導：近野賢一　 舞台監督：上野聡子

照明：田中宏幸（ライティング・ビーム）　 制作協力：アトリエゆえ
指揮：倉知竜也　 演出：乃村健一

パイプオルガン：三上郁代　 ピアノ：重左恵里
キーボード：池原陽子　 打楽器：植田光紀

※本公演はこの席ではご覧いただけません


